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論 文 名 雑 誌 名

禅仏教におけ る殺気,狂 気,毒 気につ 華頂短期大学爾究
いて 魔的な るものに関す る一粗描 紀要

即非 の論理について一禅におけ る
同一性 と差異の構造一

禅の人間形成論的考察の試み一近
代化 との関連において(1)一

無の歴史的研究(6)

東洋的無 と覚←)⇔

東洋的無の性格(1)～(4)

神 と絶対無一畏友 なるカ トリック
修道院長に寄せて一

禅におけ る無

仏教におけ る無の問題

無一現成公案 と有時

非思量再考

同一性 と差異,或 いは時一道元へ
の途上で一

正法眼蔵の宗教

正法眼蔵 の時間論

道元 の解脱 とニコラウス ・クザ ー
ヌスの 自由一比較哲学的研究一

法政大学教養部紀
要

大阪府立大学紀要

ブディスト

ブディスト

理想

理想

理想

理想

理想

駒沢大学仏教学部
研究紀要

倫理学年報

大法輪

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

道元禅師 と聖 アンセルムスの真理論 宗学研究

道元禅 におけ る心解釈考

現代人 と正法眼蔵

考えて きた こと一道元の身心脱落
につ いて

なぜ今,正 法眼蔵か

哲学 と仏教形而上学一 田辺元 と道
元一
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黎影 学仏辮 部16

蕪 大学仏群 部16

哲学会誌(弘 前大)20

知識39

東洋学術研究24-2
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孝

村

盤

中
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西

常

田

峰

伊 藤 真 愚

MorrisJ.

Augustine

井 上 正 名 訳

ピ ェ ール ・ ド ・
ベ テ ユ ヌ

若 月 正 吾

堀 尾 孟

道元 と如浄(結)
を中心に

騰攣 薩 雛 謡 隣鞭 沢大学仏教学研

鱒 葡 翻 到来 轟 静叢(人文科2・-3

在の根拠 としての心について一

道元の仏教的時間論

瀬石 と禅 ノー ト

西田哲学 と禅

西田無学,人 と思想

西 田哲学におけ る私 と世界の問題

ニヒ リズムの問題 一西田哲学を中

心 として一

論理 と体験の問題 一西田哲学を中
心 として一

鈴木大拙の妙好人への志向

鈴木大拙の 自由論(2)一禅 と真宗の
自由な世界一

鈴木大拙 における比較 宗教

久松抱石博士 の覚の哲学に於ける

根本実在(4)

入理 につ いて

乾戻微

騨事 と馬事

蛙 の浄土(1)冥府往還 の準備 に

人物 中国禅宗史(最 終 回)一 ノスタ
ル ジア としての禅者 たち一

東嶺和 尚 と非人情 の世界

ボーデ ィダルマの不 西来的西来

諸仏 諸祖所伝 の心

曹洞 宗学 の一視点 一教学 ・宗 門の
展開 と差 別事象一

臨床 的生 死脱得一禅 と陰陽五行論
(第二報)一

禅僧 とベネデ ィク ト会修道士 一非
利己 的世界観 の神 話(ミ ュ トス)を
形成 する模範 一

ともに道 を求めて一キ リス ト教修
道 僧 と禅 修行僧の対 話一

昭和 前期における宗 学研 究の周辺(
5)和辻哲郎著 『沙 門道元』 の考察

宗教哲学の課題 をめ ぐって

究会年報

比較思想研究

理想

理想

宗教研究

宗教研究

花園大学研究紀要

禅学研究

大法輪

真宗学

文化(駒大)

小田原女子短期大
学研究紀要

宗学研究

図書

ブディスト

聖和

禅文化

禅文化

禅文化

宗学研究

駒沢大学仏教学部
研究紀要

宗学研究
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田

西 脇 常 記

鈴 木 哲 雄

塩 見 邦 彦

丸 山 実 夫

禅と文学一鏡清の雨滴声をめぐっ
て一

禅語録を読むための基本語彙初稿

禅宗と禅経

祖師禅について

神会における不作意について

新出の荷沢神会塔銘について

初期禅宗における守心 ・観心の系
譜

敦煙本壇経の恵能伝に関する一試
論

楊伽経の構造と成立史への疑問

天真仏の思想とその周辺一究寛大
悲経を中心に一

澄観の華厳教学と禅宗

馬祖語録の影響

禅僧の生涯⑭一馬祖道一一

禅僧の生涯⑳一百丈懐海一

黄粟希運の語録一百丈懐海との機
縁一

臨済禅の釈尊観

臨済禅の釈尊観

禅僧と科挙

易卦説と禅一宝鏡三昧歌の解釈を
めぐって一

寒山と良寛

語録の歴史一禅文献の成立史的研究一

円仁のみた唐代寺院経済

洞山宝鏡三昧の易と原太極図的発
想(上)

慧洪研究序説一寂音自序をめぐっ
て一

広東の禅宗に関する資料一唐 ・五
代一

唐詩俗語新考補遺

俗語随考

禅文化115

禅学研究64

宗学研究27

印度学仏教学研究34-1

宗学研究27

宗学研 究27

壬生 台舜博士頚寿記
念仏教 の歴 史 と思想

簗 葦羨仏教学研18

印度学仏教学研究33-2

集 刊東洋学54

餅 文化研究所紀97

宗教研究263

茶道雑 誌49-2

茶道雑誌49-3

印度学仏教学研究33-2

日本仏教学会年 報50

日本仏教学会年 報50

清泉18

印度学仏教 学研 究33-2

集 刊東洋学54

東方 学報57

仏教経済研究14

東方 宗教66

10世紀 以降20世 紀 初頭に

至 る中国社会の権力構 造
に関する総合的研 究

魏 欝 大学文学14

魏 糞学糠 緻22

中国俗文学研究3
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愛 宕 元

池 田 魯 参

池 田 魯 参

石 井 修 道

石 井 修 道

石 井 修 道

長谷川 昌 弘

吉 井 和 夫

石 井 修 道

石 川 重 雄

永 井 政 之

永 井 政 之

永 井 政 之

石 井 修 道

阿 部 肇 一

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

長谷川 昌 弘

窪

窪

萩 原

西 尾

角 井

成 河

長谷部

忠

忠

平

隆

博

雄

腰

徳

徳

淳

賢

峰

幽

五代 ・宋初における武入支配から
文人支配一広慈禅院荘地碑を手掛
りに一

永明延寿の起信論研究

永明延寿の教学と起信論

泉州開元寺志の招慶省澄の伝につ
いて

宗門統要集と真字正法眼蔵一真字
正法眼蔵の出典の全面的補正一

11種宋代禅門随筆集人名索引(下)

宋代の書家と禅一蘇 ・黄 ・米を中
心として一

蘇東披書写幌伽経放

中国の五山十刹制度の基礎的研究(
4)

宋代杭州上天竺寺に関する一考察

中国禅の民衆教化について一長藍
宗蹟の場合一

中国禅の職業観一如如居士顔丙の
場合一

南宋における一居士の精神生活一如如居士顔丙の場合一

宏智正覚と天童如浄

南宋の如浄と道元一その教育的側
面一

如浄禅師再考

如浄禅師示寂の周辺

宋朝禅と三教一致思想(→一天童如
浄の場合一

中国仏教と道教一特に禅を中心と
して一

全真教と臨済禅

海雲禅師とモソゴル印管法

元朝における中峰明本とその道俗

二祖調心図の虞集践について

勅脩百丈清規報本章について

明清仏教主要文轄 譲 説8

10世紀以降20世紀初頭に
至る中国社会の権力構造
に関する総合的研究

羅 縷 雌 学部43
印度学仏教学研 究33-2

印度学仏教学研究34-1

宗学研究27

羅 縷 億 学部43

印度学仏教学研究34-1

東洋芸林論叢 ・中田勇
次郎先生碩寿記念論集

蕪 大学仏教学部16

社会文化史学21

印度学仏教学研究34-1

宗学研究

駒沢大学仏教学部
論集

宋代の社会と宗教

東洋教育史研究

宗学研究

印度学仏教学研究

宗教研究
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263

禅研究所紀要14

宗教学論集12

宗教社会史研究 皿

禅学研 究64

東 洋芸林論叢 ・中田勇
次郎先生頒寿記念論集

印度学 仏教学研究33「2

一般教育研究(愛32-3・4
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長谷部 幽 瞑

長谷部 幽 膜

野 口 善 敬

河 野 圭 子

石 井 修 道

鎌 田 茂 雄

大 松 博 典

石 川 力 山

吉 田 道 興

吉 田 道 興

椎 名 宏 雄

椎 名 宏 雄

長谷部 幽 膜

〔日本〕

今 枝 愛 真

船 岡 誠

船 岡 誠

中 尾 良 信

新 倉 和 文

千 坂 修 峰

佐 藤 静 子

加 藤 健 一

半 田 栄

守 屋 茂

杉 尾 守

三峰派の鰭(・)謬 欝 究(愛

祖燈弁詑考釈(2)禅 研究所紀要

躍 悪寮騰欝 鍵 螢 『木 禅学研究
明末四僧一その人 と絵 画について一 禅文化

中国禅宗史話㈱ ～⑳ 傘松

華厳と禅(→～㈹

相承論考

福建省の禅宗寺院

天童寺世代考⇔

中国仏教の現況

宋元代の大蔵経と入蔵禅籍

明版大蔵経と宋元版禅i籍

岩屋寺蔵宋版一切経とその成立史
的背景

興禅護国論 ・日本仏法中興願文 ・
興禅記考

平安時代の禅僧一 日本禅宗成立前
史一

比叡 山におけ る禅師 と禅衆一 目本
禅宗成立前史の一 コマー

能忍没後の達磨宗

達磨 宗 とその批判 者達

鎌 倉仏教にみ られ る中国的要素 と
その受容について

元亨 釈書 と今昔物 語集

仏教におけ る師弟の出逢い一空海
・親 鷲 ・道 元を中心 に一

道 元の嗣法観

道元禅師 と比叡 山横川 の弁道

道元 の風光 一正法 眼蔵 ・仏性 ・嗣書
・面授考 一

傘松

宗学研究

傘松

禅研究所紀要

東海仏海

駒沢大学仏教学部
論集

宗学研究
一般教育研究(愛

知学院大)

41

32-3・46

1412

6411

11810

4961

～ ～
50712

5027

～ ～

50712

273

4983

5016

5027

1412

306

1610

273

33-2

史学雑誌94-8

駿台史学63

宗学研究27

宗学研究27

印度学仏教学 研究33-2

聖和22

日本文学(東 京女64
子大)

日本及 日本人1577

韓 大舞 講 羅14
叡山学院研究紀要8

斐羅 宇盤 難1人35
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吉 川 彰 準

杉 屋 玄 有

中世古 祥 道

池 田 魯 参

吉 田 道 興

高 橋 秀 栄

伊 藤 秀 憲

中世古 祥 道

守 屋 茂

鈴 木 格 禅

高 橋 富 雄

原 田 弘 道

中 尾 良 信

東 隆 真

伊 藤 秀 憲

伊 藤 秀 憲

杉 尾 守

横 井 雄 峯

角 田 泰 隆

鈴 木 祐 孝

団 野 弘 之

佐 野 文 翁

水 野 弥穂子

西 嶋 和 夫

山 口 茂

長谷川 三千子

加 藤 僖 一

道元禅師祖父基房の関白屋敷

道元禅師の自己透脱の御生涯と正
法眼蔵の進化

道元禅師の示寂地について

道元禅師の趙宋天台学

高祖道元禅師伝再考一粉飾的記述
に関して一

本朝高僧伝の道元禅師伝について

道元禅師の釈尊観

三重県島村氏蔵の道元禅師真筆消
息について

『道元禅師研究』その後

道元と南嶽隔他不得の話について

作家の道元解釈

初期曹洞教団の性格

洞門の渡海僧

傘松

宗学研究

宗学研究

宗学研究

宗学研究

宗学研究

日本仏教学会年報

傘松

傘松

印度学仏教学研究

日本歴史

仏教経済研究

傘松

小間氏所蔵永平寺三祖三行記の紹介 宗学研究

正法眼蔵抄口語訳の試み 仏性(2)

正法眼蔵抄口語訳の試み 仏性(3)

正法眼蔵の生成と進化

正法眼蔵の英語的表現について
一身心学道の巻を中心として一

正法眼蔵における心について(⇒

正法眼蔵弁註の研究

正法眼蔵謄写本における書入れに
ついて

本山版正法眼蔵開版遅延の考察

永平寺懐算書写本仏性と六十巻正
法眼蔵との関係

正法眼蔵全巻の四諦論に基づく分
類について(ll)

春江院所蔵,正 法眼蔵写本とその
周辺

正法眼蔵有時注解(1)

良寛自筆の正法眼蔵巻目について

駒沢大学仏教学部
研究紀要

麟 大学働 学部16

斐購 耀 鐵 華1人34

愛知学院大学語学10-1
研究所紀要

宗学研究

宗学研究

宗学研究

宗学研究

宗学研究

宗学研究

郷土文化

埼玉大学紀要
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東洋芸林論叢 ・中田勇
次郎先生碩寿記念論集
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辻 口 雄一郎

東 郁 雄

遠 藤 孝次郎

石 島 尚 雄i

斎 藤 知 正

斎 藤 知 正

江 渡 秋 嶺

江 渡 秋 嶺

東

有時の巻におけ る時間について

諸仏 自受用三 昧 と法身仏一弁道 話
を中心に して一

永平弁道話流通考(続)

永平広録の引用に関す る一考 察
一止観 弘決をめ ぐって一

典 座教訓についての一考察一行 と
oikonomia・ 仏法 と経済一

宗学研究

宗学研究

27

27

印度学仏教学研究33・-2

宗学研究

仏教経済研究

典座教訓と江渡独嶺一宗乗と農乗一 江渡秋嶺研究

懸 籍 難2日 一5日)江 渡獺 研究

典座教訓の和訓の後に 江渡秋嶺研究

隆 真 太祖螢 山禅師(4)～⑭

佐 藤 俊 晃

佐 藤 達 玄

十 束 順 子

星 清

大 石 雅 章

石動山信仰と能登螢山教団

螢山清規考

太 平記巻25天 龍寺建立之事考(1)
一 山門撤訴 を中心 に一

中世 日中禅思想交流史 の一断面

(7)(8)(9)

禅 ・律 ・浄土 の興 隆 と葬祭 の変化

大 西 龍 峯 鎌倉期三論学と禅宗

跳龍

宗教学論集

駒沢大学仏教学部
研究紀要

緑岡詞林

27

14

26

26

3

3

3

3

5

2

2

262

4311

～ ～
44112

124

43

9

瑚 讐44

中世寺組院織の研究

3

7

7

1
具

,

¶
腫
「

3

3

羅 大学仏教学部161・

島 村 石 翁 福島県重要文化財法灯国師像拝観記 一音成仏

孫 東 臨 日僧雪村友梅詩選注

赤 沢 英 二

石 田 雅 彦

西 谷

正宗寺蔵の雪村筆瀧見観音図一雪
村と佐竹氏の問題に関連して一

鎌倉時代末期茶の普及について
一茶から茶の文化ヘー

正 新安海底発見の木簡について

隆

山

山

通

力

力

浜

川

川

今

石

石

石 川 力 山

石 川 力 山

竹 貫 元 勝

元亨釈書にみる芸能

差別切紙と差別事象について

中世曹洞宗と霊山信仰

中世曹洞宗切紙の分類試論(5)
叢林行事関係を中心として(続)

中世曹洞宗切紙の分類試論(6)
行履物関係を中心として

中世近江における大徳寺派の展開

9

奨難 夢 際繍19

国華

駿台史学

1082

63

九 州文化史研究所30
紀要

国文学(解釈 と鑑賞)50-6

宗学研究27

印度学仏教学研究33-2

駒沢大学仏教学部
研究紀要

駒沢大学仏教学部論集

中世仏教と真宗

43
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小野瀬

小野瀬

鈴 木

和 男

和 男

和 子

年

一

勝野

橋

小

高

子

雄

浄

欽

一

夫

智

英

宗

紹

純

淑

内

木

野

田

田

泉

河大

蔭

平

古

上

今

二

弘

竹

良

村

瀬

玉

広

広 瀬

永 島

池 田

白 井

良 弘

福太郎

直 一

忠 功

瀧 澤 精一郎

石川県立図書館
加能史料編纂室

東四柳 史 明

橋 本 操 六

持 田 公 子

市 木 武 雄

伊 藤 克 己

大 桑 斉

松 原 信 之

吉 田 清

長楽寺開創期の禅風について

世良田長楽寺の無準師範画像

鎌倉の扁額

一渡来僧の生涯一清拙正澄一

群馬文化204

灘羅 羅 審働1
東洋芸林論叢 ・中田勇
次郎先生頒寿記念論集

東洋芸林論叢 ・中田勇
次郎先生頒寿記念論集

沙石集人名索 引,地 名 ・社寺 名索 引 史料 と伝承

建長寺僧籍帳⑩⑪⑫

春屋妙繭再論

雪江宗深禅師の禅風

雪江宗深の語録をめぐって

薩摩渋谷氏の禅宗受容について

桃源瑞仙年譜稿

鶏鳴を称呼とする五山僧

中 ・近世における曹洞禅僧の活動
と葬祭について

越中五山派禅林の展開と守護 ・守護代
の支配拠点

大徳寺大茶湯と禁中茶会一茶道の成
立一

一休和尚はいつ武蔵国へ来たか

正徹の定家影像讃歌について

桃青 ・芭蕉考

天竜寺所蔵加賀国大野荘関係文書
について

天竜寺所蔵加賀国大野荘関係文書
について

大友義鎮の剃髪と家臣団の動向

鎌倉

禅学研究

禅文化

禅文化

日本歴史

東京大学史料編纂
所報

日本歴史

宗学研究

国士館大学教養論
集

淡交

古文幻想

立正大学人文科学
研究所年報

野州国文学

加能史料研究

加能史料研究

大分県地方史

庭園の眼差しあるいは生成する庭園 思想

万里集九 ・用語考(2)
梅花無尽蔵中の漢語について

甲斐武田氏の禅宗支配

戦国思想史における原理と秩序
一五山僧横川景三の思想から一

大徳寺塔頭庵領と朝倉景隆

海蔵院年分大日鑑

昭和学院短期大学
紀要

宗学研究

中世仏教と真宗

福井県史研究

花園史学
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熊 谷 忠 興

桜 井 敏 雄

大 矢 邦 宣
田 中 恵

奥 本 武 裕

外 山 軍 治

大 谷 哲 夫

近 藤 良 一

橋 本 芳 和

龍
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勝

憲

亮

井

部

織

新

志
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哲

信芳

原

保

浦

榊

新

井

郎

美

江

欽

風

忠

信

人

中

育

ス

底

底

一
保

一

・

ン

精

明

満

紹

高

宗

恵

豊

旦

宗

W
ヴ

頼

頼

豊

・

一

澤

山

田

田

口

木

村

田

山

松

ン
イ
馬

馬

田

木

ヨ
テ

瀧

西

塚

古

川

鈴

西

池

寺

重

ジ
ス

有

有

春

鈴

永平寺六十世臥雲禅師の示寂年代

瑞厳寺 ・陸奥国分寺一東北の桃山
文化一

曹洞宗の北奥布教と仏師立増

天草における排耶と幕領支配一鈴
木正三を中心にして一

隠元禅師過招提寺七言律詩につい
て

近世禅門における排仏論批判(上)
駁弁道書を中心にして

句双紙抄について(その2)

近世初頭の足利学校摩主に関する
基礎的研究

江戸期五位史⇔一卍山道白の五位
思想一

天桂伝尊の著作について

宗学研究

近畿文化

岩手県立博物館研
究報告

仏教史研究

27

429

東洋芸林論叢 ・中田勇
次郎先生頒寿記念論集

駒沢大学研究紀要
(岩見沢)

駒沢大学研究紀要
(岩見沢)

政治経済史学

宗学研究

宗学研究

黄漿肖像画家一喜多宗雲と長兵衛一 仏教芸術

相国寺本列祖像と探幽一門

盤珪の不生禅と説教方法

沢庵和尚鎌倉記の性格一史的分類
のための一考察一

南能北秀の偶と良寛

良寛詩を通しての良寛の書

古美術

宗教研究

学苑

国学院雑誌

武庫川国文

天台禅 と半井洌一半井桃水研究(5)一 立命館文学

桃水散聖のことを思う

上藍天中の無明室録について

龍沢寺と白隠

白隠さんの著作

対訳子守唄

白隠の墨跡

白隠さんの世語のこころ

白隠教団の円相画

禅僧の生涯⑳一誠拙周樗一

禅僧の生涯伽一盤珪永琢一

定光寺開山覚源禅師とその帰依者

土手和田曹洞宗青蓮院について

大法輪

禅研究所紀要

禅文化

大法輪

大法輪

大法輪

淡交

東北福祉大学紀要

茶道雑誌

茶道雑誌

郷土文化

韮山町史の栞
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平

真
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重
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桜
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三

横

瀦 峙 開猷 同妙騨 師と仏 鵬 史学研究

指月印禅師語録にみる指月像 印度学仏教学研究

藷繰 妾総 図書鵜 指月印禅師 宗学研究
森鴎外寒山拾得語注考一尾形彷の 宮城学院女子大学語注

に即して一 研究論文集

瀬石の行人と仏教 比較思想研究

鈴木大拙の年譜における誤りと空白 宗教研究

鈴木大拙と沢木興道

大徳寺塔頭大仙院所蔵文書(2)

内山愚童

敲唱会と第二回曹洞宗大会議
一明治十四年

尾張南部地域における曹洞禅の展
開について

逆翁宗順と尾張の曹洞宗

火鈴様見聞記拾遺

瑞厳寺の板戸絵

瑞厳寺第百三世 ・善応寺開山通玄
禅師小伝

禅文化

駒沢史学

日本仏教史学

宗学研究

宗教研究

宗学研究

瑞厳寺博物館年報

瑞厳寺博物館年報

瑞厳寺博物館年報

新 ・禅仏教 をゆ く 蕩支 のふるさ と 禅文 化

鮎 欝 教をゆく 第二話枇杷の 徽 化

羅 仏教をゆく 第三話古仏ぞ 徽 化

騨 仏教をゆく 細 話麟 台 徽 化

雪峰山で考えたこと 禅文化

玄沙の泣きどころ 禅文化

難 募騰 翻黙㌍ 禅 徽化
禅林句集 世界文学の中で輝くもの 禅文化

禅林句集 翻訳こぼれ話 禅文化

禅院の境致一永保寺と定光寺一 近畿文化

武州金沢金龍禅院の刊行物 三浦古文化

金龍禅院の歴史と彫刻 三浦古文化

能登総持寺伽藍i雑考 跳龍
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中 島 皓 象 墨蹟の源流

寺 山 旦 中

鈴 木 格 禅

東 隆 真

渡 辺 正 英

志 賀 リ ツ
河 野 千香子

桜 井 敏 雄i

金 沢 弘

曹洞宗人権擁護
推進本部

金 三 友

大 熊 司

多 田 稔

岡 田 長 子

〔書評 ・紹介〕

松 尾 良 樹

一 色 順 心

石 井 修 道

永 井 政 之

河 村 孝 道

吉 田 道 興

池 田 魯 参

鎌 田 茂 雄

禅と文化を語る洞門の書と人

禅宗の修行

禅宗の年中行事

モリ供養と禅宗寺院についての一
視点

禅宗と普茶料理

東福寺

大徳寺名宝展によせて

曹洞宗の部落問題への取 り組み

菩薩道に生きる人ぴと

縁切寺東慶寺 獅子ケ谷村 「さん」
の駈込をみぐって

仏教東漸史の断章

ヨーロッパ禅の現状

張錫厚校輯 『王梵志詩校輯』

吉津宜英著 『華厳禅の思想史的研究
』

吉津宜英著 『華厳禅の思想史的研究
』

鈴木哲雄著 『唐五代の禅宗一湖南
江西篇一』

鏡島元隆著 「道元禅師とその周辺』

鏡島元隆著 『道元禅師とその周辺』

山内舜雄 『道元禅と天台本覚法門』

光地英学著 『親鷲教学と道元禅』

東洋芸林論叢 ・中田勇
次郎先生頬寿記念論集

431
跳龍 ～

441

大法 輪52-12

大法輪52-1

宗教 研究263

轍 騙 畢延岡短15
近畿文 化428

茶道雑 誌49-4

部落解放232

禅文 化117

郷土つ るみ13

徽 化1{1

大法輪52-11

中国文学報

仏教学セミナー

駒沢大学仏教学部
論集

駒沢大学仏教学部

諦集
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